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要 旨
　日本を代表する教師であり教育実践者の一人である東井義雄(1912～1991年)の真骨頂はなんといっても,
彼の生涯に残 した膨大な出版物や執筆活動である。 しか し別の意味では,こ うした数多くの刊行物以上に,
それらを凌ぐ数々のすばらしい人間教師東井義雄の教育実践が現代の日本の教育に与えたインパクトは強烈
であったと言っても過言ではないだろう。東井義雄の独自の教育実践またその考え方が現代日本の教育界に
おいてもますますわれわれを魅了していることは,彼の没後約四半世紀を経ても断続的に様々な 「東井義雄
論」が刊行されていることからも容易に推察できる。そこで,小 論では,「東井義雄の教育思想 と教育実践
の一考察(1)」(2015年)に続いて,混 迷した現代社会の中で再度,ど のような方向に力点を置いてわれわ
れ教育関係者は教育実践を進めばよいのかを考えるヒントの一助として,「東井義雄の教育思想と教育実践
の一考察(2)」と題 して,東 井義雄の教育思想と教育実践を継続 して掘り下げて学んでみたいと思う。
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第1章 　 主 著 『村 を 育 て る 学 力 』 の
　　　　東 井 義 雄 の 教 育 実 践 の 思 想
第1節 当時の閉鎖的農村社会への挑戦としての
　　　『村を育てる学力』の主張
　太平洋戦争中の自らの教育活動の戦争責任をとっ
て10年の間,東井義雄は執筆活動を自粛 していた。
そ して戦後,彼 の教育思想の執筆の第一弾が,
1957年に出版された本格的教育思想の書 「村を育
てる学力』(1)という題名でまとめあげられた。北
島信子は,東井義雄の戦後教育実践の代表作とし
て 「村を育てる学力』を取り上げて次のように指
摘してみせた。元来,東井は,教師 ・学校と家庭 ・
親が連携 しつつ 「子どもの しあわせ」を実現 して
いくことを教育実践の目標としていた。なぜなら
当時の家庭の中ではまだまだ封建的な家族関係が
支配 していたからである。それゆえ太平洋戦争後
の教師や学校側の願いは,戦後民主主義教育の出
発とともに,仲間と協力 しつつ学力をつけていく
ことであった。 しか し特に,当時の農村地帯の家
庭や親の願いは,そ うした教師や学校の願いとは
逆に,労働力の担い手として子どもたちに家の手
伝いや作業をさせることであり,そ こに価値が見
出されていた。子どもが学校に行って勉強すると
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農作業がはかどらず,学力がつくと都会に出て行っ
て しまうのではないかという不安を,家 庭や親た
ちは持っていた。その結果,農 村では生活を重視
し,学力をっける必要はないと考える家庭や保護
者が圧倒的であり,これが当時の農村社会での教
育の実相であった。(2)
　北島信子の指摘によれば,上 述のように戦後す
ぐに日本の学校では,子 どもたちに民主主義教育
が施されたのだが,そ れぞれの家庭では封建的な
家族関係が根強 く残っていたため,学 校が提案 し
始めた民主主義的な児童観や学力向上という思い
は簡単には受け入れ られず,民 主主義的な児童観
が浸透するにはかなりの時間がかかった。東井義
雄はこれとの関連で以下の苦い経験を私たちに伝
えている。進級 して不要になった教科書を,母 に
同意を得てその子どもが,教 科書を持っていない
友達に貸 してあげようとしたときに,その子ども
の祖父が 「うちのぜにで買うた本,人 にかさいで
もええ」と言ったために友達に貸すことができな
かった。また別の事例として東井は,家族で話 し
合っているとき,子どもが意見を言おうとすると,
「子 どもはだまっとれ」 と言われることがほとん
どであったと,戦後教育の難 しさを紹介 している。
戦後の学校が新たに主張 したところの 「子どもの
民主主義的参加の状況」は,特 に閉鎖的な農村地
域の社会や家庭では非現実的なものに思われた。
東井義雄はこうした農村の保護者の態度を嘆き,
封建的な家族関係では 「うちの子ども」 しか見え
てお らず,村 の子ども,村全体で共に育ちあうと
いう姿勢が存在 していないと鋭 く批判 したのであ
る。(3)
第2節 民主主義教育の精神を軸に学力形成を目
　　　指 した東井義雄
　東井義雄は『村を育てる学力』において,こ う
した農村の子どもたちの願いを実現するために,
親たちと手を取り合い,民主主義教育の精神を軸
に学力を形成することを目指そうとした。その際
には,どのような学力をつければいいのかという,
学力の中身にまで言及 した。東井は,都会に出て
い くため につ ける 「村を捨て る学力」で はな く,
「村 を育 てる学力」 でなければな らない と考 えた。
もちろん,厳 しい農作業への従事 という現実 は存
在す ることにちが いな い。 しか しそれが大変だか
ら,都 会へ出て仕事を求め るということで いいの
か と問 い,な ぜ これ ほど働 いて も貧 しいのか とい
うことを明確 に し,い か にすれば こう した困窮か
ら脱出で きるのか ということを考え ることが東井
義雄の主張す る民主主義教育の精神であ った。(9)
　東井義雄 はその ことにつ いて以下の ように論 じ
てい る。北川信子 の指摘を参考 に引用 してみよ う。
「私 は,子 どもたちを,全 部村 にひ きとめてお く
べ きだな どと考えて いるので はな い。研究所の研
究報告 がい って い るよ うに,『過半 数が都市 にで
る宿命 にあ る』な ら,そ れ もいいと思 う。ただ,
私 は,な ん とか して,学 習の基盤 に,こ の国土や
社会 に対す る 『愛』を据えつ けてお きた いと思 う
のだ。 『村 を捨 て る学力 』で はな く 『村 を育 て る
学力』が育てた いのだ。」<5)
第3節 村全体のことを考え得る学校と親の連携
　　　を模索 していた東井義雄
　先にも述べたが,東 井義雄は民主的な子どもを
育てるために,村全体の事を考えることのできる
学校と親の連携を模索 していた。なぜなら学校で
は先進的な民主主義を学び得ても,まだ家庭では
封建的なものの考え方に縛られる事例が多かった
からである。村の人々は生活のため農作業に追わ
れ,日 中,村 全体で討議することもままならない
状態であった。そこで,そ れぞれの時間帯に合わ
せて読むことのできる文集を作成することによっ
て,親 ・子ども ・学校教師の三者の作品を掲載す
るという方法を考案 したのである。
　東井義雄は,後年 「いのちの教育の探求者」と
して広 く知られることになるが,若 い教師時代か
ら 「生活綴方」の実践家としての側面も私たちは
把握 してお く必要があるだろう。北島信子によれ
ば 「生活綴方とは,子 どもが自身の生活において
感 じたこと,考えたことを文章で書き,学級内で
その作品を読み合い,討議 し,共有化 していくも
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のであり,『物の見方 ・考え方 ・感 じ方』を正 し
くゆたかにすることを目的としたものである」。(6)
　とりわけ 「村を育てる学力』では,生活綴方の
実践について論 じられている。東井を一躍有名に
した本書では,戦後まもない封建的な家族関係の
残る当時の貧 しい農村地域で民主主義教育を受け
た子どもたちが,貧 困か ら抜け出るために村か ら
都会へ出ていくような学力ではな く,子どもたち
が主体的に考えて,村 で生活 していくことによっ
て村を育てる学力形成について実践的に論 じられ
ているところに際立った特徴がある。そうした学
力を,生 活綴方の実践と通 じて展開 していくのみ
な らず,そ こでは教科学習との密接な連携,さ ら
には親 ・教師 ・子どもとも連携をも視野に入れて
いるところにユニークさが光るのである。（7）
第2章 　 「いのち」の自覚に基づい
　　　　た教育思想家東井義雄
第1節 児童詩 「ぼ くの した動 け」か ら理解で き
　　　る東井義雄の教育思想
　東井義雄 は彼の教育実践 と教育思想の中で,子
どもの 「いの ち」 というもの とどの ように対峙 し
て きた のだ ろ うか。 東井 は,あ る生徒 の質 問で
「口蓋垂」 の不思議 さを体験 した。 そ の後 の東井
の考え につ いて,今 井伸和 は次の ように紹介 して
いる。 「気 がつ いて みた ら『 口蓋垂 』 だけで はあ
りませ ん。 『目』 があ って見 る ことがで き ること
も,『耳』 があ って聞 くことがで きることも,『呼
吸』や『 心臓』が昼夜無休で はた らき続 けて いる
こと も,(中 略)み んなみん な,た だ ご とで はな
い,不 思 議 きわま ることで あ ったのです。 『生 き
て いる』 とばか り思 って いた私 が,『生 かされて
いた』のです」。(1)
　今井伸和 によれ ば,「私 」が た しか に生 きて い
るのだが,そ の根底 に 「私」を超えた力が働 いて
お り,そ のおか げで 「私」 は生か されて いるとい
うのであ る。 これ との関連で今井 は,東 井が よ く
援用す る五歳の幼児の次の言葉を紹介 して いる。
「ぼ くの した動 け」
というた ときは
もう動 いたあ とや
ぼ くより先 に
ぼ くの した動かすの は何や?」(2)
を今井伸和 は紹介 しつつ,こ の 「何や?」 の問 い
は,た とえ科学が どれ ほど発達 しようとも,答 え
られな い不思議 と しか言 いようがな いと指摘 して
いる。 もちろん,舌 は脳の指示 によって動 いて い
るのだが,そ れで はその脳を動か して いるもとの
もの は何か と順 に問 うて い くと,な ぜ この 「私」
が今 ここに存在す るのか という存在論 にまでた ど
りつ き,結 局,子 どもの問 いに答え ることはそ う
たやす いことでな いことに気づか ざるをえな くな
る。東井義雄 はまさにこの不可思議な働 きと して
の 「いの ち」 その もの に目を向 けて い くのであ
るQ(3)
第2節 井上和昌先生とM君 との出会い
　今井伸和は,東井義雄の 『子どもの何を知って
いるか』を援用 しつつ,い のちといのちと出会い
について以下の興味深い論考を展開 している。
　東井義雄が八鹿小学校の校長を しているとき,
M君 というかなりやんちゃな子 どもがおり,「す
えおそろしい」子どもと言われていた。掃除当番
でも一切責任を放棄 し,授業参観の日で保護者が
た くさんいるような状況でも平気で教室や廊下を
歩き回り,ク ラスの仲間の頭を叩いて回るような
子どもだった。そんなM君 が小学校三年生のとき,
井上和昌という教員がM君 の担任教師となったと
きの話を東井義雄は以下のように紹介 している。
はじめてクラスに入ったときも,M君 はあいかわ
らず,自 分の席を離れて,仲 間の頭を叩いて回っ
ていた。ところが,興 味深いことに井上先生は,
す ぐに 「ぼ くの子どもの頃とよく似ているな!」
「うちの三年生の息子 とよ く似ているな!」 と感
じたという。(4)
　東井によれば,井 上先生はM君を 「困った子」
としてではな く,「なつか しい子」 として理解 し
たのである。こうした教師との劇的出会いからM
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君の態度は急激に良い方向に変化 し始めたのであ
る。やんちゃばかりしていたエネルギーが,ま じ
めに掃除をする態度に転換され始め,さ らに自分
の席に座って授業を真剣に受け始めるように完全
に変化 していったのである。今井伸和はその事実
を次のような東井の言葉で紹介 している。「子ど
ものいのちの袋の中には,い ろんな宝物が入って
います。その宝物は子ども自身さえ知 らずにいる
のです。教師がそれを見つけてや らなければ。」(5)
というものである。この例示は,いかに教師の子
どもへの愛情や信頼が必要であり,また極めて大
切なものかということがわかる指摘である。
第3章 　東井義雄の 「綴方教育」
　　　　一詩を通して育まれた教育思想一
第1節 児童詩 「かつお(か つおぶ し)」を通 し
　　　てみた東井義雄の教育思想
　古家佳美の研究にしたがえば,東 井義雄の教育
実践の柱の一つとして先に触れた 「綴方教育」が
挙げられよう。古家佳美は,東井の教育実践記録
には 「凡聖逆謗斎廻入(ぼ ん じょうぎゃくほうさ
いえにゅう)」[どのような人でも等 しく阿弥陀仏
の誓願に救われて心が入れ替わること]と いう彼
の宗教性が色濃く反映されていると指摘 している。
たとえば,子 どもたちがどのようなことを言おう
と,その背後には子どもなりの理屈があり,教師
はそれを受け止めなければな らないという。この
ことがみごとに浮き彫りにされている事例として,
「綴方教育」 における一人の子どもの詩 「かっお
の詩」を紹介 してみよう。(1)
かつお(か つおぶ し)
けさ　 学校に来がけに
ちょっとしたことか ら母と言いあいを した
ぼ くはどうにでもなれと思って
母をぼろくそに言い負か してやった
母が困っていた
そ した ら　学校で　昼になって
母の入れて くれた弁当の蓋をあけた ら
ぼ くのすきなかつおぶ しが
パラパラと　ふってあった
おいしそうに　におっていた
それを見たら　ぼ くは
けさのことが思い出されて　後悔 した
母は　いまごろ　さびしい心で
昼ごはんたべているだろうかと思うと
すまない心が
ぐいぐい　こみあげてきた
　 また今井伸 和 によれば,「す まない心」 が この
子 の中か ら 「ぐい ぐいこみあげて きた」。 なぜな
ら,こ の子 どもの最内奥の素直な気持 ちが こみあ
げて いる状態 にあ るか らだ という。 これ との関連
で東井義雄 は,「作者[詩 を作 った小学生]は か
つ おのか お りの中 に,ほ ん もの のか お りをか い
で,ハ ッと したのだ。 ほん ものの母親 にであ った
のだ。」(2)今井 伸和 によれば私 たちが 自分 の心 の
醜さに気付 くのは,心 が本当にきれいな人 に出会 っ
た場合であ り,換 言すれば偽 りの 自分 に気付 くの
は,本 物の人間 に出会 った場合であ ると見事 に指
摘 して いる。
　 さらに古家佳美 によれば,母 親を 口で言 い負か
した と得意 げにな って いた 自分が,母 親の作 って
くれた心 こもったお弁当 に気づ くことで後悔す る
心が こみあ げて くる。 その ことによ って,「母 の
まこころ」 に出会えたのであ る。古家佳美 は続 け
て言 う。 「『綴 り方教育,作 文教育 』 の理念 の下
には,(中 略)『凡聖逆謗 斎廻入』の仏教思想があ
るので はな いか と考え る。そ して子 どもの思 い,
考えを受 け止め ることが,子 どもの心の成長 に大
きな影響があ ると考え られ る。」(3)
第2節 東井義雄の詩 「どの子もこどもは星」
　　　一子どものいのちに触れる教育一
　山田邦男によれば,現 代は内外二重の意味で
「いのち疎外」の時代であるという。外面的には
環境の汚染と破壊が,そ して内面的には心の荒廃
と空虚化が進んでいる。生きとし生けるもののす
べてが,息 も絶え絶えになって苦 しんでいるとい
う。仏者にして教育者であった東井義雄の思想を
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「子 どもの いの ちに触れ る教育」 という観点か ら
考察 して いる山田邦男 は,多 くの東井の詩の中か
ら一つを選ぶ とす ると 「どの子 もこどもは星」以
外を挙 げることはで きな いと指摘 して いる。なぜ
な ら,こ の詩 ほど教育の本質をみ ごとに表現 した
もの もな いか らであ る。以下 にその詩を掲載 して
み よう。(4)
「どの子もこどもは星」
どの子も
子どもは　星
みんなそれぞれが
それぞれの光をもってまたたいている
光を見て くださいと
パチパチ目ばちしなが らまたたいている
光を見てやろう
目ばちにこたえてやろう
見てもらえないと
子どもの星は
光を消す
目ばちをやめる
光を消 しそうにしている星はないか
目ばちをやめかけている星はないか
光を見てやろう
目ばちにこたえてやろう
そ して
天いっぱいに
子どもの星を輝かせよう。
　　　　　　　　　　　　 *目ばち=まばたき
　山田邦男に従えば,東 井義雄自身のこの詩の最
初の四行 「どの子も/子 どもは　星/み んなそれ
ぞれが/そ れぞれの光をもってまたたいている」
は,子 どもの絶対のかけがえのなさという本質を
みごとに表現 している。 しかもこのかけがえのな
さは,子 どもだけでな く,すべての存在を含むと
考え られる。古今東西を通 じて,自 分と同 じ人間
は二人といないか らこそ,そ れぞれの個性を十分
に発揮するべきなのである。(5)
　次の二行 「光を見て くださいと/パチパチ目ば
ちしながらまたたいている」は,子 どもの願いと
は何かが示されている。(6)
　山田は,すべての子どもは 「光を見て ください
と/パ チパチ目ばち しなが らまたたいている」,
の箇所を取り上げて,こ れは問題行動を起こす子
どもだけでな く,どの子どもにも通底する願いで
あると鋭 く指摘 している。子どもがそのままの存
在で肯定され,抱 きとめて くれる他の存在を待ち
受けているというのである。未知なものに取り囲
まれている子どもにとって,こ の世界は不安に満
ちているだけに,子 どもたちのこうした願いは強
い。こうした子どもの願いは,子 ども存在を無条
件にまるごと抱きとめてほしいという願いとして
教師は受け止めるべきだろう。（７）
　さらに次の二行 「光を見てやろう/目ばちにこ
たえてやろう/見てもらえないと/子 どもの星は
/光を消す/目 ばちをやめる/光を消 しそうにし
ている星はないか/目 ばちをやめかけている星は
ないか/光 を見てやろう/目ばちにこたえてやろ
う」は,さ きの二つの内容を受けて 「教育者の務
めとは何か」つまり教育の本質を私たち教師に提
示 していると言えるだろう。
　次に東井義雄は 「光を見てやろう」と表現 して
いるのであるが,こ こで 「光を見る」とは,一人
ひとりの子どもの願いを しっかりと聴き取り受け
止めることであり,さ らに言えば教師はしっかり
と,子どものいのちに触れることを意味 している。
これこそが教育者の根本的な務めであると山田は
指摘するのである。「子 どもたちのいのちにふれ
ていくことができなければ,私 たちには何もでき
ない」「いのちにふれ得ないような教師は,子 ど
もに,何 もしてやることはできない。子どもに,
何もしてやることのできないような教師は,も は
や教師ではない」という東井の教師論の核心部分
を山田は援用 しつつ,子 どものいのちに触れてい
るかどうかが,真 の教師であるか否かの分岐点で
あると,山田はみごとに指摘 してみせた。(8)
　東井義雄が 「子どものいのちにふれる」ように
なるためには,東井自身の骨身にしみる実存的体
験が必要であったとして,山 田は東井自身の以下
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の ような辛 い人生経験を紹介 して いる。結婚後間
もな く生 まれた東井のお嬢 さんが大病 にかか り,
医師か ら命の保障のな いことを宣告 された とき,
東井 は次 の よ うに記 して いる。 「生 きて いる こと
のただ ごとでな さ」の詩 という中で,「 こうして,
私 は,受 持 ちの子 らへの愛 によってでな く,私 の
子 どもへの愛 によって,生 きて いるということの
ただ ごとでな さを,否 応な しに痛感 させ られた。
そ して,こ の ことを通 じ,受 持 ちの子 らの いの ち
のただ ごとでな さに気づか された」。(9)
　 自分の娘 さんの大病を通 して 「生 きて いること
のただ ごとでな さ」を知 らされ,そ の ことを通 じ
て 「ひとりひとりの子 どもの背後 に 『親』があ る
ということ,子 どもは 「祈 られて いる存在』であ
るということ」を東井 は切実 に知 らされ ることに
な り,そ して 「教室の六十人の いの ちを拝む」 と
いう心境 に達 して い くのであ る。山田 はここに東
井 の教 師 と しての原点 をみてい る。(1°)(なお この
自分の娘 さんの大病を通 して 「生 きて いることの
ただ ごとでな さ」を知 らされた ことを綴 った東井
の詩の紹介 と解釈 は前号の51～52頁に掲載 して い
るので参照の こと。)
　 さい この三 行,「 そ して/天 い っぱ いに/子 ど
もの星 を輝 かせ よ う。」 は,教 育 の理想 を示 しな
が らも,教 育 とは 「祈 り」であ ることの東井の教
育的信条が暗示 されて いる。(11)
　祈 りは人間の願 いで はな い。神仏 に自分の願 い
を叶えて も らうように祈 るの は本当の祈 りで はな
く,た んな るお願 いにす ぎな いと東井 は明快 に述
べて いる。東井 は,先 の娘 さんの大病の ときも,
「病 気 をなお してや って くだ さい」 とお願 い した
ことは一度 もない と述べて い る。 「そのわ けは,
わた しは,わ た しの信 じて いる仏 さまは,お ねが
い しなか った ら言 うことを きいて くだ さ らな いよ
うな ケチな仏 さまでな いことを,深 く信 じて いる
か らです。」(12)と彼 の信仰 を告 白 してい る。
　山田 によれば,こ の信 は,自 分が祈 る以前 に,
すで に自分 は大 きな いの ちか ら 「願われ祈 られて
いる」 という信であ り,自 己のすべてをお任せす
ることであ るという解釈なのであ る。娘 さんの大
病の ときの詩 は 「こどもを教育す るな どと/お お
きな ことを いうな。　 一つで も,人 間輩 に　 自力
で な し得 ることが あ るか。　 馬鹿 。　 私。」 と結
ばれて いる。 こう した詩の内容 は,親 や教師がで
きることは,子 どもの いの ちに触れ,子 どもと一
つ にな ることだ けなのだ という東井の確信的表現
と して受 け止め るべ きだ ろう。(13)
　山田 は 「拝 まな い者 も　 おが まれて いる　 拝 ま
な いときも　 おが まれて いる」 という詩を援用 し
て,親 や教師の いの ち(無心)が 子 どもの いの ち
(無心)と ぶっか りあい,二 つ のいの ち(無 心)
が一つ にな るとき,そ こにおのずか ら,本 当の 自
分,本 当の子 どもが現れ出 る,そ の人 に しかな い
その人の光,そ の人の いの ちが輝 き出 ると結論づ
けて いる。私た ちはここに,東 井の教育的求道の
たゆ まざる実践をみ るのであ る。(14)
ま と め に代 え て
　 一いのちの教育の探求者としての東井義雄一
　以上,2回 にわたって東井義雄の教育思想を論
じてきたが,彼 の主張に一貫 して流れている思想
は,生かされている子どもの命の重さを教師が気
づ くことの大切さということではないだろうか。
東井義雄の教育思想には浄土真宗の教えが至る所
で反映されていることが浮き彫りになった。東井
義雄は円熟期に入って 「いのちの教育の探求者」
と呼ばれ始めたが,そ れは生活綴り方の実践家と
して子どもたちと接 した結果,形 成された教育者
「東井義雄」の必然的な特質か もしれない。特に
晩年は,教育実践家としてだけでな く,教育研究
者としても顕著な実績を残 している。特に 「生か
されている」自分への自覚は,たんに仏教思想の
みならず,他 の宗教教育にも通底するものであり,
今後のさらなる研究課題となっていくだろう。キ
リス ト教教育との比較も興味深いところであり,
有意義なものとなるだろう。
　いずれにせよ東井義雄 にあって,「生かされて
いる」自分への自覚は,仏から与えられたもので
あり,その自覚と子どもへの温かいまなざしが,
より子どもたちの主体的な愛を持った子どもを育
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て る原動力 とな った もの と思われ る。(1)
　現代 にお いて も,大 人た ちは 「子 ども存在」の
いの ちその ものの価値を見出 さず,即 効的な技術
のみ を求 めが ちであ る。 「子 ど もが理解 で きな く
な った ら」 と嘆 くので はな く,「子 ど もたちに気
付か され」,子 ど もたちの行動 や言 葉 を見 出す よ
うな関わ りを,教 師 は試み続 けるべ きで はな いだ
ろうか。(2)
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